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社会調査を学ぶための基礎資料
一新たに収集 した国勢調査関連資料について一

社会学部社会調査学科 准教授 芹 澤 知 広

日本初の社会調査学科が奈良大学に誕生 し、社会調査学科の第1期 生を受け入れたのは昨年、平成22年 で

ある。奇 しくもこの年 は、2010年 という、西暦では末尾の数字が零になる年にあたり、代表的な社会調査で

ある 「国勢調査」が実施された。

社会調査とは社会現象を正確に把握するための科学的な手法であり、さまざまな方法、さまざまな種類の

社会調査が現在行われ、私たちの生活をよりよくするために活用されている。そのなかで、日本の政府が主

体 となり、日本の全世帯を調査対象にし

て実施する人口調査(セ ンサス)と して

の 「国勢調査」 は、規模の大きい特別な

ものである。

世界各国の比較を目的に、末尾が零 に

なる年 に各国で一斉に人口調査を行うと

いうアイデアは、「国際統計協会」によっ

て19世紀後半にはすでに出されていたが、

日本で初めて国勢調査が実施されたのは、

1920年(大 正9年)で あった。明治維新

以降、欧米列強を意識 しなが ら近代的な

社会制度を急速に導入 し、同時に、領土

の拡張とともに統治能力を試されていた

当時の日本の指導層が、帝国の全世帯を

対象とする国勢調査の実施に大きな決意

をもって取 り組んだことを想像するのは

むずか しくない。

この日本の社会調査の草創期を実感で

き、口本を代表する社会調査である国勢

調査の方法と歴史にっいての理解を深め

るための教材として、社会調査学科では

国勢調査関連の歴史資料を集めることを

発案 した。そ して古書籍商の目録等を通

じて国勢調査関連資料を探 し、平成22年

度の奈良大学図書館予算か ら12点を購入

した。なお、ここで付言するが、開学以 大阪市の国勢調査のポスター



来、日本有数の地理学科を擁 し、

人口をはじめとする社会現象の

計量的データを扱 った研究を積

極的に行ってきた本学では、国

勢調査にっいての書籍をすでに

多 く所蔵 している。例えば、歴

史研究に関わる文献としては、

「外地国勢調査報告」 という文

生書院の復刻シリーズがある。

1920年(人 正9年)の 第1回

国勢調査で は、各 県 ごとに 「日

本 国勢 調査記念録 」 とい う3冊

1セ ッ トの記念誌 がっ くられて

いる。 そのなかか ら、 岐阜県 と

福 岡県のセ ットを今回購入 した。
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岐阜県羽島郡堀津村における第1回 国勢調査担当者の集合写真。

『日本国勢調査記念録 岐阜県第三巻』 から。

3冊 の うち第一巻 と第 二巻 は各県共通で あるが、第三巻 はそれぞれの県 に固有の内容 を もっ。例えば岐阜県

で は、「日本国勢 調査記念出版協会」の役員の名前が あげ られ た後 に、「岐阜県国勢調査係員」の名前が あげ

られ、 調査係 とな った各市各郡の役員 の名前が あが って いる。そ して、 その後の頁で は、町村単位で調査員

の記念写真が載せ られて いる。町村の役員た ち(男 性で、多 くは 「羽織 はか ま」 の和装 を して いる)が 役場

の前 に厳か に並んだ記念写真か らは、 当時の人々 にとって国勢調査が きわめて重要 な公務で あったことを見

て とることがで きる。

また記念写真 に写 った国勢調査を宣 伝す るポスターには、「有 りの ままを 申告す ること」「一人 も申告 に漏

れぬ こと」 とい う広告文があ り、デ ータの正確を期す意気込みが伝わ って くる。
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『大正十四年国勢調査従事員必携』5-6頁 。

今 回収 集 した資料 に もボ ス

ターが1枚 あ り(前 頁参 照)、

「一人 の嘘 は萬人 の實 を殺す」

とい う広 告文 に な って い る。

「大 阪市役所 」 の文字 が あ り、

大阪市が独 自に作成 したポスター

で あることはわか るが、 どの年

の ものか は今 のところ不明で あ

る。第1回 国勢調査で はな く、

その後の昭和時代の国勢調査 に

関す る ものか もしれ ない。

1920年(大 正9年)の 次には、

1925年(大 正14年)に 国勢調査

が行われ たが、 その時の調査員

マニュアルにあたる 「人正十四

年国勢 調査 従事員 必携」(内 閣

統計局発行)は 、社会調査の方

法を考え る うえで とて も興味深

い。 「国勢 調査 員 の特 に注意 す

べ き事 項」 には、 「質 問 を受 け

たときは、懇切 に答へ ること。」



「関係のな い質問を発 して、 疑惑 を招 き又 は感情 を害す る様 なことのな い様 に注意す ること。」な ど、箇条書

きで7っ あげ られて いて、今 日にも通 じる具体的 なア ドバ イスも多 い。

その ほか、今回 は国勢 調査 に関係す る戦 前の葉書類を購 入 した。第1回 国勢 調査の記念葉書 は3枚 セ ッ ト

で、1枚 は当時の 「国勢 調査 申告書」 が図柄 にな ってい る。第1回 国勢調査 につ いて は、 その記念切手が貼

られた 「朝鮮総督府始政十周年紀 〔ママ〕念」 の記念 の消印がっいた絵葉書 も収集 した。1935年(昭 和10年)

の国勢 調査記念 の消印が ある葉書セ ッ トは、東京の ほか、台北、大連、京城、豊原、 とい う植民地の都市 の

消印が押 されて いる。 また、 日本の領土で はないため 日本の国勢調査で はな いが、「新京」「康徳七年十月一

日」 の文字 が入 った消印の付 いた、 「満 洲国」が1940年(昭 和15年)に 行 った 「臨時国勢調査」 につ いて の

葉 書 も収集 した。

昨年2010年(平 成22年)の 国勢調査では、調査票の封入提出や、郵送による調査票提出、インターネット

による回答の試行などが導入され、地元の世話役が誇 りと責任をもって調査票を集めていた戦前の時代とは、

今や大きく様変わりを している。また、とても残念なことだが、日本では多 くの人々に社会調査の意義が未

だ十分 に認め られていないため、国勢調査への回答を拒むような人々さえも現れているらしい。データを正

確 に集め、そのデータに基づいた確かな議論を積み重ねるということは、私たちがよりよい社会生活を送る

ために、日々必要 とされている技術である。国勢調査の方法と歴史を学ぶことか ら、社会調査の意義にっい

ての理解を深めることは、人学生にとって有益であろう。関連資料の継続的な収集と、本学の教育研究にお

ける今後の積極的な活用が期待 される。
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第1回 国勢調査記念絵葉書。左は葉書が入っていた封筒、右は葉書の1枚 。

国勢調査の調査票が縮小印刷されている。
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+巴 里な小説家+

辻邦生ワール ドの考古学展
～ ピア ニ ス トが ピァ ノを弾 くよ う に～

文学部文化財学科 教授 酒 井 龍

oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo oo
鳥

"
OO

ー

し

奈良大学図書館企画展示

辻邦生ワール ドの
"巴里"な 小説家

考 古 学 展

楽 しい展示の案内板

ー夏の
砦

西
行
花
伝

ー

1

-
II
I
置
』
9
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}鯨

の
戴
冠
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江

『夏の砦』・『背教者ユリアヌス』・『春の戴冠』・『西行花伝』などで知られ

る迂邦生11925～1999,は 、"パリ"を愛し続けた小説家です。彼は西洋

美術史研究者の佐保子夫人と『どくとるマンボウ航海記』などで知られる
反人北杜美の三人で、「一筋の道」ともいうべき人生を送ります。

フランス文学者の渡辺一天にあこがれ、栗京大学仏文科に入学し、そこ
で後藤佐保子と知り合います。その後、パリに三度も長期留学し、五区デ

カルト街に終の棲家も確保し、東京・パリ・軽井沢での 「三都物語」的な

人生を送ります。
」アクロポリスの掲示"と北杜夫・埴谷雄高の支援により、念願の小説

家となった辻邦生は、ピアニストがピアノを弾き続けるように、生涯、休
む間もなく魯き続けます.

辻邦生の人生には、アララギ派歌人の費藤茂吉、孤高の自由人の永井荷

風、序情的な思索人の島幅藤村らの存在が大きく影響します。今回の展示
では、辻邦生の著作を中心に 「辻邦生ワールド」を形成する人々 の著作'

日簡・写真等をご紹介します。

磯撫 ミ;蓮

懸r亥 化Pt違う.画分Pt何絃,
'巴旦tえesれ

惨よい.セー附 い驚 っτ蹴
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見渡す限りの展示物!
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『夏 の砦』

『春の戴冠』

『背教 者 ユ リア ヌス』

『西行花伝』などで知 られ

る辻 邦 生(1925～1999)は 、"巴 里"を 愛

し続けた小説家です。彼は西洋美術史研究

者の佐保子夫人と 『どくとるマンボウ航海

記』などで知 られる友人北杜夫の 人 で 、

「一筋の道」 ともい うべ き人生 を送 ります。

信州に瞳れ入学 した旧制松本高校で生涯

の友 となる北杜夫 と知 り合 います。 フ ラン

ス文学者の渡辺一夫にあしがれ、東京大学

仏文科に独語と英語で受験 し入学、そしで

後藤佐保子(美 術史)と 出逢います。

後、パ リに_度 も長期留学。パ ンテオ ン畏

の五区デカル ト街に終の棲家 も確保 し、東

示 ・パ リ ・軽 井 沢 で の 「 都物語」的な人

生 を送 ります。"ア クロポ リスの掲示"と

北杜夫 ・埴谷雄高の支援により、念願の小

説家 となった辻邦生 は、 ピァ ス トが ピア

ノを弾 き続 けるよ うに、生涯、休む間 もな

く書 き続 けます。「人間精神の純粋美」が

主題です。

1礪 犠

梅 無、
加賀乙彦
噂身御富・吻

密一ニュ・11しミ工一iL街8番亀

乙に定着.前の雑貨屋に立う

る藤田をたびたび見鼠
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辻邦生の人生 には、アララギ派歌人の齋藤茂吉、孤高の

自由人の永井荷風、拝情的な思索人の島崎藤村 らの存在が

人 きく影響 します。

今回の展示で は、辻 邦生 の著作を中心 に 「辻邦生 ワール

ド」 を形成す る人 々の著作 ・書簡 ・写真等 をご紹介 します。

※辻邦 生 ワール ドを形 成す るの は次の人々です。

辻 邦生 ・辻佐保了 ・北杜夫 ・斎藤茂吉 ・永井荷風 ・島崎藤

村 ・森有正 ・埴谷雄高 ・渡辺一夫、中村真一郎 ・加賀乙彦 ・

平 岡篤頼 ・菅野昭正 ・粟津則雄 ・篠田一士 ・磯崎新 ・宮脇

愛 子 ・丸谷才一 ・開高健 ・井上 靖 ・宇 野千 代 ・遠藤周作 ・

なだ いなだ ・安 原顯 ・小泉淳作 ・福本 章 ・山本容子 ・栃折

久 美子 ・白井晟一 ・杉 山正 樹 ・佐々木脛 ・三木サ ニア ・林

芙美子 ・木村潔 ・戸塚 真弓 ・水 村美苗 ・加 藤周一…

辻邦生を中心に関係者の著作を展示いたします。辻邦生 ・

北杜夫の生原稿 ・書簡 ・著名本 ・謹呈本 ・受領本に注目。

パ リの写真 ・茂吉の歌集 ・荷風の稀書 ・藤村の詩集、天才

編集者"ヤ スケ ン"と 魅力的な山本容子の本も展示 してい

ます。

辻邦生の自筆原稿も展示

「春の戴冠』:起 死回生

「廻廊 にて」以降、『夏の砦』 ・ 『安土往還記』 ・ 『嵯

峨野明月記』 ・ 「天草の雅歌」 ・ 『背教者 ユ リアヌス』

な ど、 ピアニス トが ピアノを弾 くよ うに苦闘 しなが ら

長編小説 を書 き続 け大 いに評価 を得 て きた。 こう した

時、最新 作 の 「真 昼 の海 への旅』 に対 して加賀 乙彦か

らの厳 しい批評が文芸雑誌 「海」(1975年11月 号)に 掲

載 された。後 日、加賀の期待 どお り、念願であ ったフ ィ

レンッェを舞台 とす る人作 「春の戴冠』(1977年)が 刊

行 され た。

『西行花伝』:構 想30年

書 きだ してか らも文字 どお り重 い荷を担 ぐ思いを した。

西行の内面の成熟 と、摂関政治か ら武家支配に変わっ

てゆ く時代の崩壊過程 とを、焦点の深い レンズで一挙

に撮影するのに似 た手法で書 きたか った(辻 邦生)。

「西行花伝』が長 い執筆活動の究極の到達点を示す作品

になったことを、今は心から 「これでよかった」 と思っ

ている(辻 佐保子)。



★ 歯

図書館内

★ 歯

★ 歯

無線LANの 利用 について

★ 歯

★ 歯

★ 歯

図書 館で は2009年4月 か ら館内 に無 線LANを 導入 して います。近年、 ノー トパ ソコ ンも高性能低価格 の

ものが多数発売 され、 図書 館利 用の方 の ノー トパ ソコ ンの持 ち込み も増えてお りますので、無線LANの 接

続 方法 にっ いて、最 新のWindows7で の接続方法 を ご紹介 いた します。 図書館 の無線LANは 学 内 ネ ッ ト

ワークへの接続で はありませんが、 イ ンターネ ッ トを利用 した情報収集 には十分 に活用で きます。

利用 には無線LANに 対 応 した ノー トパ ソコ ンとネ ッ トワークキーが必要です。 ネ ッ トワークキーはカウ

ンターで メモを配 付 して いますので、 カウ ンターまで申 し出て くだ さい。

① 標準で は右下Windowsの スター トボ タ ンか ら、「コン トロールパ ネル」 → 「インターネ ッ トへの接続」

を ク リック して 「イ ンターネ ッ トの接続」画面を表示 させる。

i「一 一 一)

1一 一」 ai
クの表不

ホームグルーブと共有に関するオプシ∋

選択

八一 ドウエアとサウン ド

壷 デバイスとプリンターの表示

デバイスの追加

ユーザーアカウントと家族のための安全設定

亀 ◎ ユーザーアカウントの追加または削除⑲ 保護者による制限の設定

デスクトップのカスタマイズ

テーマの変更

デスクトップの背昌の変更

画面の解像度の調整

時計、言語、および地域

キーボードまたは入力方法の変更

ンピューターの簡単提作

設定の提案の表示

趨 ◎r齢弗 膿

② ワイヤ レス接続が 可能 な場合 は、

「ワ イヤ レス(W)」 を ク リック

して ワ イヤ レス接 続 設定 を開 始

する。

ワイヤレス(W)
,曲 ワイヤレスルーター、ワイヤレス ネットワークを使用して接繧iします

ブロー ドバンド(PPPOEXR)
司司Pユ ーザー名とパスワードが必要なDSLま たはケーブルを使って接続しまT

ダイヤルアツブ(D)幽 ダイヤルアップモデムまたはISDNを 使用してi瞭莞します。

圃



③ 右 下 に新 た に ウ イ ン ドウが 現 れ 、 図 書 館 無 線LANが 利 用 可 能 で あ れ ば 「narauniv-library」 と 表 示 さ

れ る。 の で、 「narauniv-library」 を ク リッ クす る 。

竃

il

接続されていません 傷

躍 ㈱ ㈱ 師
ワイヤレスネットワーク

narauniv一 肺brary

④ 自動的に接続する場合はチェックを入れて 「接続」

ボタンをクリックする。

ネットワークと共有一

竃

接続》 ん

調 綴 は鯛 可能です

傷

ワイヤレス ネットワーク接縞 A

narauniv-library

回 動的に接続する 國

豊 ネットワークに接続

⑤ ネ ッ トワー クセキ ュ リテ ィキー

を入 力す る画面が 現れ る ので、

カウンターで配付を受 けたネ ッ

トワー クキー を入力、「OK」 ボ

タンを ク リック します。

(※文字を非表示にするほうが良い)

ネットワークと_

ノ

▽
璽

e

軸

ネットワークセキュリティキーを入力してください

セキユリティキー(S): _.._.論
レ

團燃 ヲ駄 型)ノ

国 キヤンセル

蔓 ネットワークに接続
一▲

睡

narauniv・library(:ma.し て い ま す_。

レ
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一

⑥ ネ ッ トワークに接続すると、接続先が表示

され、「接続」 と表示 されます。 「接続」 と

表示された右側は電波の強弱を表 します。 la

」

現在 の接続 臼一・

narauniv■librarv

鳶 インターネットアクセス

侮

ワイヤレスネットワーク接続

nar膨aunirげ ・libralr「L7

A

接続 副

以上、 最短 の手順 を メモいた しま したが、詳細 は図書館 ホームペー ジ上 のマニ ュアル等 を参照 して くだ

さい。 不明な点等 はカウ ンターまで申 し出て くだ さい。みな さまの ご利用をお待 ち してお ります。



図書 館 統 計 〈2011年3月 末現在〉

平成21年 度

(2009)

平成22年 度

(2010)
増 減

開館 日数 276 269 ▲7

入館者数 135,138 137,055 1,917

図書所蔵数 406,735 418,940 12,205

(和) 367,256 379,154 11,898

(洋) 39,497 39,786 289

雑誌タイ トル数 5,878 6,087 209

貸出総数 49,461 49,032 ▲429

相互協力利用(依 頼数) 625 566 ▲59

相互協力利用(受 付数) 1,330 1,228 ▲102

■開館 日数 ・貸出総 数 につ いて

開館 日数 は、図書 館内の図書所蔵資料 燥蒸な どで、前

年度 よ り7日 減 の269日 で あ ったが、入館者 総数 は、学

部生 ・院生 ・通信生 の利用 はもとより、人学行事 による、

一般の方 々の利用 も多 く
、1,917名 の増加 とな りま した。

貸 出総 数 は、 前年度 よ り429冊 少 ない、49,032冊 の貸 出

利用 とな りま した。

■所蔵資料数について

重点的に受 け入れている都道府県史 ・市町村史誌、奈

良関係資料の更なる充実をはか り、図書所蔵数は12,205

冊増加、雑誌所蔵 は209タ イ トル増加 と所蔵資料数 は増

加 しています。図書蔵書数だけでも41万8千 冊を突破 し、

書架収納スペースの問題 も生 じてきています。 ～ 地 方 史 誌 ～

勢 献 曙 後 記 赴勢 献 齢 勢 献 齢 勢 献 齢 齢 勢 齢 齢 勢 献 齢 勢 献 齢 齢 献 齢 齢 勢 献 齢 勢 献 齢 勢 献 齢 齢

「み ささぎ」第11号 をお届 けいた します。 まず、原稿 をご執筆頂 きま した社会学部社会調査学科

芹 澤知広先生 、図書館展示 にご協力 いただ きま した文学部文化財学科 酒井龍一先生 には心 よ りお

礼申 し上 げます。 当館 は規模 こそ人 きな図書館で はあ りませんが、資料蔵書数を年 々充実 させ、多

くのみな さまにご利用頂 いてお ります。今後 も、学生のみな さまか らの要望等 に応えて資料 の充実

を図 ってい きます。今年度 にっ きま して は、今回の11号 に続 き、12・13号(11月 ・来年3月 予定)

を発刊 させてい ただ く予定です。(編 集担当)
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